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I

 小中学校の架け橋となる

外国語活動により附属小中学校を結ぶ

上野澄子

はじめに

 「小学校の時のこの子の様子を聞かせてください。」

今から20年近く前のことである。ある中学校の男性教員の急な訪問を受け，応対した。担任する生徒が昨

晩帰宅しなかったのだという。詳しく様子を聞き，その子について知りうる限りの情報を伝えた。男性教

員は納得して帰ったが，現担任と旧担任は，その子の問題行動を介して，その日初めて顔を合わせる結果

となった。

 この頃，まだ本格的な小中連携は進められていなかった。小学校から中学校へと卒業生を送り出す際に，

「小中連絡会」という名称で，情報交換が行われていた。出席者は主に，小学校側が6年生の学年主任や

担任に教頭，養護教諭，中学校側は担任が未定のため教頭と教務主任であった。小学校の教育課程や研究

内容に踏み込んだ話し合いはあまりなく，学校での子どもの様子や健康状態などっいての伝達が中心とな

る連絡会であった。

 その後，福井県内の小中連携は加速度的に進んだ。福井市では中学校区ごとに小中学校の教員が集まり，

教科やテーマごとに報告し合う研修会が持たれるようになった。そこでの話し合いを通してお互いの業務

についての理解も深まり，それぞれどんな問題を抱えているのかを共通認識し，信頼関係も築かれていっ

た。こうした小中連携がもたらす教育効果の大きさは，想像に難くない。

 福井大学教育地域科学部附属小中学校の校舎間は，廊下を隔てただけの近い距離でありながら，精神的

には遠く感じられる。日々行き来しているのは，教員でも子どもでもなく，おそらく給食を運ぶワゴン車

であろう。同じ敷地内にあり，校舎が隣接しているにもかかわらず，これまでお互いのへだたりは，物理

的な距離をはるかに超えていた。

福井犬学教育地域科学部には，幼稚園，小学校，中学校，特別支援学校の附属4校園がある。附属学校園

のあり方が文部科学省をはじめ、社会全体から問われる中，本学の次期中期目標・中期計画でも附属学校

園の果たすべき役割が示され，附属幼一小一中や附属特別支援学校における小一中一高の12年間の見通し

を持つことが明確に打ち出されている。
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1．突破口

 附属小学校において、拠点検担当教員として協働研究を続けてきた。研究部との研究構想や理念の共有，

全体研究会での全教員との協議，年に数回行われるバズセッションヘの参加，そして高学年の助言者とし

てたえず関わりを持ち続けている。

 また，教職大学院では教職専門性開発コースのストレートマスターをインターンとして，1年間学校で

実習することを位置づけている。この長期インターンシップを受け入れるのは附属学校園をはじめとする

拠点校であり，昨年度より常時実習生のいる状態が続いている。インターンが授業実践を行う場合は，大

学担当者として学校を訪れ，学校の教員とともにインターンヘの指導を行っている。同時に，拠点校から

は現職教員がスクールリーダー養成コースの院生として入学してきており，メンター教員となるなどイン

ターンヘのさまざまなサポートをしている。

 附属小学校では，昨年度，今年度ともにインターンを受け入れており，彼らは週3日間授業参観や実践，

校務の補助をしながら教師の仕事の総体を学んでいる。また，昨年度のインターン2名は，2年次の今年

度，講師として毎週2～3日勤務をしながら，1年次のインターンシップの学びを実践に結びっけようと

している。

 このような＝関係が始まって，今年で3年目となった。従来，大学教員と附属学校園の教員との関わりは，

ほとんどが研究集会を中心とした年間3回のみであったが，教職大学院の開設に伴い，大学院の担当教員

が学校へ足を運ぶ機会が増え，お互いの距離が縮まっていった。

 r附属と大学はうまくいってない。」r附属同士も仲が悪い。」

他大学のある教員からかって聞いた言葉である。この問題は，全国の多くの大学附属の学校園が抱える共

通の悩みなのだろう。しかし，つなぐのは人の力である。大学教員がその架け橋となって力を尽くせば，

きっと流れはできる。年度当初おぼろげだったものが，確信に変わりつつあった。

2．流れを引き寄せる

  新学習指導要領は平成23年度より完全実施となる。小学校外国語活動は，その目玉となっているのだ

が，今や想像を絶するような圧迫感をもって小学校教員にのしかかっている。

 附属小学校では，これまで総合的な学習の時間や学校裁量の時間においてで英語活動を実施してきた。

その大半は，地域の英会話塾から派遣される講師の行うレッスンであった。このスタイルを取ってきた学

校は全国でも少なくない。月1回程度の訪問で，講師の方はなかなか子どもの顔と名前を覚えられず苦労

していたようである。また，少人数の塾と違って，数十人の子どもを一度に引き受けてレッスンをするこ

とに慣れておらず，戸惑う様子も見られた。文部科学省の方針である「担任が行う外国語活動」の意義は，

その点でも明確に感じられていた。

 附属小学校5年生担任の嶋本教諭は，これまで年間を通しての研究の軸足を国語科き，研究集会での授

業公開も行ってきたが，外国語活動の実施を機に，外国語活動へ切り替えた。迷いは大きかったが，前任

校の同僚からの支援協力を得て，研究を進めていた。

 12月4日。附属小学校研究集会の各授業会場には，附属中学校の教員の姿が複数あった。外国語活動の

授業部会には，英語科の上田教諭も出席した。附属小学校と中学校は互いに協力者となり，年2回の助言

者協力者会に出席し，教科ごとに授業公開に立ち会って，研究協議でも協力者を務める。どの教科でも，

当然附属小中学校の教員同士のつながりややりとりはあるだろうが，どこまで相手方の実践に踏み込んで

研究内容を共有しているかは見えてこない。単なる「おつき合い」では意味がない。本当の意味での研究
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協力が成立し，教科の縦糸がつながってこそ「附属」としての価値が見いだせるのだと考える。

  上田教諭は，小学校外国語活動の授業を参観するのは，この日が初めてだったそうだ。小学生の活動

する姿を見つめながら，この子達が今度は，中学校で英語を学んでいく姿を想像していただろう。そして，

小学校外国語活動の授業スタイルを目の当たりにして，中学校英語科との差異を感じ取っていたに違いな

い。

  一方，嶋本教諭は昨年米附属中学校の英語科の協力者となって研究に関わっている。「英語は専門でな

いから…」と控えめではあるが、小学校から送り出した子どもたちの姿を追いながら，英語の授業を参観

していた。また，協議の場でも子どもの様子を熱く語っていた。このようにして，外国語活動と英語科に

おける附属小中学校のつながりは，徐々に深まっていった。

  11月の小学校英語教育研究会で同席した上田教諭に，外国語活動で小中交流の機会を持てないかと打

診したところ，快諾を得た。そして翌週の遠藤教諭の授業研究会終了後，授業を参観した嶋本教諭と上田

教諭を交えて4名で打ち合わせ，方向性を探った。

 1月9日に行われた附属学校園合同研究会は，学校園連携の視点で，研究紀要をもとに双方の研究内容

を報告し合う機会が持たれた。英語の分科会への出席者の中には，本学英語科の伊達准教授，附属特別支

援の教員3名に加え附属小学校の嶋本教諭，附属中学校の上田教諭，遠藤教諭の顔ぶれがあった。小学校

は「協働して学びを深める授業」，中学校は「学びの必然性」をキーワードに，それぞれの研究実践報告を

行った。第3回を数えるこの合同研究会で教科・領域別の形をとるのは，今回が初めてであった。開催ま

でには，本学の森透教授の働きかけで各学校園の研究主任が数回打ち合わせており，ようやく縦のつなが

りが見えるようになった。

  この機会を捉えて，具体的な話し合いを持ち，ようやく交流が実現する運びとなった。

3．流れをつくる
一軸

  1月25日（月）朝の1校時。教室に子どもたちの歓声が

響いていた。

  附属小学校の5学年の教室である。附属中学校の第1学

年の生徒が5学年生の教室を訪問し，英語を使って交流する

時間を持った。お互いの好きな食べ物やスポーツ，教科など

を伝え合って自己紹介した。

  5年1組の教室では，上田教諭のパフォーマンスを受け，

練㍍㌃意萬二畿㌶ニニ戦≒凛；け璽蟹
た小中学生は大喜びであった。その後，インタビ

ューシートを手にした附属小中学校の児童・生徒

は，ほとんどが初対面ながらも，両教諭のやりと

りを真似しながら，英語で自分自身について表現

していた。

  この光景は，隣の5年2組教室でも見られた。

遠藤教諭と嶋本教諭が子どもたちの前に立ち，遠

藤教諭は黒板に絵を描きながら，自分の関心事を紹介した。コミュニケーションとは，言葉だけでなくア

イコンタクトを取りながら，心を通わせていくことが大切であることを伝え，どの子もにこやかな表情で
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その様子を見つめていた。これから始まる活動を予想しながら，きっとわくわくしていたのだろう。

 A：He11o！MynameisA．

 B：He11o！Myname is B．

 A：I1ikebaseba11．

 B：Me，too．

  会話は簡単な内容で，お互いのことがざっくりっかめたら，インタビューシートに書き込んでパート

ナーチェンジをするという流れであった。発達段階から考えると，日本語で尋ねれば，「なんでそんなこと

聞きたいの？」と一蹴されてしまいそうな活動だが，英語で会話するからこそ子どもたちは緊張しながら

も，一生懸命考えて自分を表現していた。

 両校の校長，副校長をはじめ主幹教諭や研究主任もこの授業を参観し，楽しく和やかな交流を見守って

いた。今後このような活動が一層活発になるようにと期待のふくらむ時間が流れていた。

4．交流の成果と課題

 交流授業の数日後，附属中学校の上田教諭から小中両方の子どもたちの感想と授業を行った4教諭から

のメッセージが届けられた。以下に示すのは，嶋本教諭と中島教諭のコメントである。

○中学校の先生がリーダーシップをとって，小学校の教員をひっぱってくれたので，デモンストレーショ

 ンが進めやすかった。子ども達も理解しやすかったようだ。 （日本人同士ということで）コミュニケー

 ション活動の意図がはっきりと子ども達に伝わり，子ども達のインタビュー活動に対するくいっきも良

 かったように思う。

○お互いに刺激を受ける部分があってよかった。

 小が中から受けた刺激・…  中学生の書く力，分からないことを分かりやすく教える力，進んで発言

 する態度，中学校へ向かう楽しみ

 中が小から受けた刺激…  英語で話す力，積極性，分かろうとする態度

 英語的な面だけでなく，附属が大切にしていっていることに関しでもお互いに刺激を受けていて，小中

 がつながっている実感を味わえたようだ。事後の感想交流も子どもたちが中学生にほめてもらうことで

 自信になったようだ。教室付近に掲示して，保護者の理解も深めていきたい。

○我々小学校の教員は，英語を専門とする中学校教員の英語を使いたくなるような活動  の技を学ん

 だ。さすが中学校の先生は，英語をっかいながら子どもをひきっけるのが上手だと感じた。お手本にし

 たい。

○子ども達同士の自己紹介をする活動は，英語で話す必然性はあるのか… と少々疑問に感じていたが，

 日本語で尋ねるには，どうだろうかという話題を英語を使って何とか伝えようとする姿に英語で話す必

 然性があるように思った。小学生に対し，中学生に対して英語を使って話さなければいけないという少

 し緊張感をもった状況をつくることができたし，中学生には小学生に分かりやすく話すという状況をつ

 くることができたのではないか。何よりも，両者ともコミュニケーションを楽しんでいる姿がよかった。

○最初の隊形は，小と中が別れて並んでいたために，少々心理的な圧迫感があった。グ  ループになる

 などして，小中がうち解けて会話できる状況を作ってやるとよかった。

○打ち合わせは4人が揃わなかったので，担当者4人が集まって共通理解したほうがよかった。ねらいが

 ぶれない。

○たくさんの先生方にも関心をもってもらうことができてよかった。外国語活動への理解につながる。

このように，大きな刺激を受けつつ，次への出発点と考えられていることが分かった。これで終わっ
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てはいけない。次につないでこそ価値があるという思いが伝わってきた。

上田教諭，遠藤教諭からも同様に，次のようなコメントが寄せられた。

○小学生にとっても中学生にとってもプラスになる授業をするために，お互いの自己紹介をするこ

 とになった。小学生にとっては中学生から英語自体だけでなく英語でどのようにコミュニケージ

 ヨンを図ればよいのかを学ぶことができる。中学生にとっては，小学生が話し相手になってくれ

 る上に，自分の英語がきちんと伝わるかを試す機会にもなった。小学生が自分たちの英語を理解

 してくれることで，自信につながる。このような理由で，小学生にとっても中学生にとっても有

 意義な時間になると考えていた。

○当日授業をしていると，小学生からも中学生からも楽しそうな表清を見ることができた。最初は

 グループ同士で話す場面が見られたものの，途中でrアイコンタクト」やr英語で話すこと」r1

 対1で話すこと」などを意識させた後は、どの児童・生徒も自分から話しに行き，英語でコミュ

 ニケーションを図ろうとする姿が見られ，授業を終えるのが残念なくらいに英語を楽しんでいた。

○この小中合同の授業は小学生にとっては目標を見ることができ，また，中学生にとっては自信を

 つけることができる貴重な時間になると思う。小学校・中学校両者の学校行事の関係で，なかな

 か共通の時間を生み出すことが難しいかもしれないが，今後何らかの形で続いていくことで，あ

 る成果が生まれるのではないかと期待している。

良かった点

○附属小中連携（英語科）の確かな第一歩となったこと。

 これまで，r近くて遠い」廊下でつながっていた。小中学校が今回の実践で，「少し近いもの」に

 感じられたことがまず第一に挙げられます。福井大学上野先生の多大なる御協力の下で双方の教

 員が「やらなくちゃ」という気持ちを持てたこと．さりとて肩肘を張るわけでもなく，「とりあえ

 ず，やってみよう！」というリラックスした気持ちで当日を迎えられたことがありがたかったで

 す。

○双方の子どもたちが，楽しく意欲を持って活動に取り組めたこと。

 附中生の事後の感想を見ても，大半が「楽しかった」「またやってみたい」というものでした。教

 科の枠組みの外で，子どもたちの感覚には「先輩」であること，「助けてあげなきゃ。リードして

 あげなくては。」と自覚が芽生えてきたのだと思います。

○双方の英語のレベル，発達段階を教員が実感できたこと。小学生に話しかけてみて，その反応を

 直に見ることで，英語のレベルを実感できたことが非常に大きかったです。また，活動の様子か

 ら「生身の小学生のようす」に触れることで，発達段階についても感じることができました。小5

 の段階を知ることで，中1の4月の英語授業のあり方について考えることができました。また，

 発達段階からは，中1の担任としての子どもたちの捉え方について再考させられました。おそら

 く，附小の先生方も同様のことを感じ取られたのではないかと思います。小中連携授業の大きな

 メリット，小中の接続をスムーズにするための大きなメリットだと感じました。

問題点（今後の課題）
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○当日の時間調整，会場調整

 細かいことですが，附小・附中の時程が異なり，また，ともに余剰スペースに限りがあるため，

 他クラス，他学年への影響を考慮しつつ設定・調整していかなくてはならないと思いました。今

 回は、附小さんに全面的に譲歩いただき，実施にこぎっけることができました。ありがとうござ

 いました。

○当日までの準備・役割分担

 この点についても、今回は附小さんがほとんど対応して下さいました。

 授業の大半はプランニングいたしましたが，一方的であったかと反省しておりますし，プリント

 類の作成・印刷についてもお任せしてしまいました。申し訳なく思っています。ただ，双方忙し

 い中での実施であり，本来なら事前に十分打合せを行うべきなのでしょうが，それも叶わず，か

 といって互いに無理をして実践を続けていけば，将来的に必ず「中止」という決定を迫られる時

 が来ると感じました。大きな問題点であり，今後改善していく必要性を感じました。

双方の子どもたち，双方の教員にとって意義ある活動とするために

○これが最大のポイントであると思います。この活動に十分な労力対効果を感じなければ．継続の

 必要性を感じません。これは今回携わった自分を含めた4人の先生方にとっても，子どもたちに

 とっても同じことだと思います。至極当然のことですが，

 ①小学生にとってのメリット，デメリット

 ②中学生にとってのメリット、デメリット

 ③小中教員にとってのメリット，デメリット

 の3つの項目をよく考え合わせた上での実施をすべきであると強く感じました。従って，どの学

 年とどの学年が，どの時期に，どのくらいの時間を使って連携授業を行うことが効果的かをよく

 考えてみるべきだと思います。「イベントーで終わらせないようにするためには，今後，この項目

 についてよく考えてみるべきだと思いました。

 これらの意見は，大変貴重なものであり，今

進めていく上での試金石とな1る。さまざまなハ

越えなければ実現できない小中連携であるが，

のエネルギーと実践して得られたメリットを比

これまでおそらく後者は低い評価に止まったの

うか。一つ一つのハードルをクリアしながら，

を丁寧に創り上げていくためには，まず熱意と

提となる。

後小中連携を

一ドルを乗り

実践するため

較した場合，

ではないだろ

互恵的な連携

環境整備が前

 また，小中連携でなく，幼心連携，幼心中や小中高連携においても同様のことが言える。これらは．単

独で研究テーマとなりうるものであることから，一教科や数名の有志だけでなく，学内で組織を立ち上げ

て取り組むべき課題であると考える。また，他大学や学会，研究会等と情報交換を密に行い，各学校種間

の連携に関する事例研究を行っていくことにより，よりよい方向性を探られるのではないかと考える。
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5．交流の意義

  英語の免許状を保有する教員が，どの小学校にもいるわけではない。また，そうであったとしても，

長く英語の環境から離れていれば，気後れするのは当然である。だからこそ、中学校の英語科教員と連携

し，専門的な内容について気兼ねなく話し合える土壌が必要となる。一方，中学校の英語科教員にとって

も，小学校外国語活動は未知の領域である。「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成」で

は，小中ともに同じ目標を持ちつつも，どのように体験的理解を深め，音声や基本的な表現に慣れ親しま

せていくのかイメージすることが難しい。

 今回は小学校第5学年と中学校第1学年との交流であったが，もちろんこれがゴールではない。双方の

研究集会での授業公開や研究紀要の作成に向けて，附属小中学校の教員が

 お互いの研究内容に踏み込んだ形で関り合うようになればと考える。例えば，「小学校外国語活動ではこ

のような体験をしてきているから，中学校ではこのように…上r中学校1年の英語の教科書では，最初に

こんな教材があるから，小学校では…」というふうに，お互いを意識しながら授業を組み立てていくこと

が挙げられる。さらに，助言者・協力者会等を活用してカリキュラムの一貫性を図ることができれば，英

語教育そのものに大きな流れが生まれ，他教科・領域にも波及していくと予想している。また，公立小中

学校の英語教育への大きな示唆となり，本学の次期中期目標・計画にも掲げられている附属学校園の地域

への貢献が実現することとなる。

 おわりに

 小中の子どもたち同士が交流の機会を持つことは．小中併設の学校であれば日常の何気ない一場面であ

ろう。しかし，福井大学附属小中学校の「近くて遠い」廊下を通って小学生と中学生が交流するまでの道
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のりは，さらに遠いものであった。距離を縮めるためには，教員同士の信頼関係を深め，気持ちを通じ合

わせていく努力が何より必要となる。その上で，具体的な活動による連携がスタートできるのである。

 先日，ある併設幼稚園の教諭から同じような内容の話を聞いた。その幼稚園は小学校との接点がほとん

どないという。気がかりな子どもについて相談したくとも，その子の兄弟を担任している教員と話す機会

も作れず，どうしたらよいか困っているとのことだった。同じ敷地内で隣接していながら，目には見えな

い高い壁を作っているのは，他ならぬ教員自身である。

 大学や教育委員会，教員皆が教育活動をっないでいこうとする気運が高まれば，費やす時間以上のもの

が得られるはずである。幼心，小中の接続期には時折継ぎ目にほころびが生じ，それが子どもにしわ寄せ

となって現れてくる。このことへの対応は，受け入れ側にとって大きな問題となって立ちはだかり，当事

者に精神的負担までも強いるものとなる。

 そう考えたとき，互いに連携し合うことがもたらす効果は小さくない。通り一遍の情報交換ではなく，

教育課程や研究活動，学校文化の共有化が図られれば，スムーズな接続につながり，さらに地域に根ざし

たコミュニディスクールの創成にもつながっていくだろう。
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